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平成 29 年度第 1 回東淀川区 BCP 運営会議 

平成 29年 8月 10日（木）15：00～17：00 

東淀川区役所 4階 401会議室 

 

議 事 次 第 

 

１ 開催挨拶 

  東淀川区役所 内藤健 副区長 

 

 

２ これまでの経過と今後の目標について 

 

 

３ 南海トラフ巨大地震を想定した最優先業務を遂行するためのワークショップ 

  関西大学社会安全学部 城下英行 准教授 

 

 

４ まとめ 

 

 

５ 東淀川区役所からの情報提供 

 

 

配布資料一覧 

資料１ 大阪府域の被害想定の公表について 

資料２ 課題用シート 

平成 29 年度第 1回東淀川区 BCP 運営会議 アンケート 

 新大阪駅周辺地区帰宅困難者対策協議会 会則 

 

 

 

資料 
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資料１ 

大阪府域の被害想定の公表について 

（「大阪府防災会議・第 4回南海トラフ巨大地震災害対策等検討部会（平成 25 年 10 月 30 日）」より） 

 

想定災害：南海トラフ巨大地震（マグニチュード 9.0～9.1、震度 5強～6弱） 

被害想定ケース 

 地震火災による被害は「冬 18 時」、津波の人的被害は「夏 12時」を想定する。 

 行動は、「避難迅速化」と「早期避難率低」を想定する。 

・避難迅速化・・・・100％直接避難し、用事後避難、切迫避難あるいは避難しないが 0％のケース 

・早期避難率低・・・直接避難 20％、用事後避難 50％、切迫避難あるいは避難しない 30％のケース 

 時間帯は、避難が遅れる可能性のある「夜間」、「大阪市内の人口が多い「昼間」を想定する。 

 

東淀川区の被害想定 

基礎データ 
建物棟数（棟） 28,629 

人口（人） 176,585 

建物被害 

全壊棟数（棟） 2,476 

半壊棟数（棟） 7,973 

全半壊棟数（棟） 10,449 

人的被害 

死者数（人） 

※早期避難率低 

揺れ・火災による死者 13 

津波による死者 0 

堤防沈下に伴う浸水による死者 0 

死者数（人） 

※避難迅速化 

揺れ・火災による死者 13 

津波による死者 0 

堤防沈下に伴う浸水による死者 0 

要救助者（人） 
揺れによる建物被害に伴う要救助者 124 

津波被害に伴う要救助者 0 

帰宅困難者数（人） 18,300 

 

ライフラインの被害想定（大阪市域） 

●上水道 

 断水率 

被災 1日後 50.6％ 

被災 4日後 48.2％ 

被災 7日後 45.7％ 

被災 1か月後 16.4％ 

 

●下水道 

 機能支障率 

被災 1日後 5.4％ 

被災 4日後 4.0％ 

被災 7日後 0.5％ 

被災 1か月後 0.0％ 

 

●電力 

 停電率 

被災 1日後 12.1％ 

被災 4日後 8.3％ 

被災 7日後 6.4％ 

被災 1か月後 6.0％ 
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課題用シート 

所属（                 ）担当者名（         ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．あなたの所属（会社）において災害時にも求められる最優先業務を１つだけ記入してください。 

 

 

 

 

２．上記の最優先業務を遂行するために依存すると考えられる関係機関とその理由を記入してく

ださい。（「主な関係機関やライフライン等」を参考にしてください。） 

機関・事業所名 理由 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

主な関係機関やライフライン等 

東淀川区役所、東淀川消防署、東淀川警察署、水道、道路、ごみ処理、下水、公園、交通、医療機関、 

東淀川区社会福祉協議会、電気、ガス、通信、取引先、同業他社 

平成 29 年 8 月 6 日、日曜日の夜 11時 55 分、南海トラフ巨大地震が発生した。東淀川区ではマグニチ

ュード 9.0、震度 6弱を観測。 

あなたは最優先業務を担う責任者です。 

地震直後に部下からメールで連絡を受け、事務所は無事であるが、書棚が倒れ、書類・パソコン等は

無茶区茶な状態とのこと。家族の安全を確保でき、業務を再開するため自転車で事務所に到着。 

 

現在、8月 7日、月曜日の朝 10 時 30 分。従業員はあなたを含めて 10 名が出勤している。 

東淀川区内のライフラインは、水道は断水状態、電気は停電している。事務所に向かう途中、道路は

倒壊した家屋が邪魔をして車が通れない所を数箇所見かけ、火災も所々で発生していた。消防車やパト

カー、救急車のサイレンが響いている。阪急電車も運行していない様子。 

ラジオから関西広域で地震の被害が出ていることはわかったが、まだまだ情報が不足している状態。 
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資料２ 

平成 29年度第 1回東淀川区 BCP運営会議資料 

３．災害時の最優先業務を遂行するための業務を 8 月 7 日（月）から復旧までを時系列で記入してく

ださい。なお、依存すると考えられる関係機関の復旧については、独断と偏見で想像して作成

してください。 

日付 時間 主な業務（依存するであろう関係先を含めてお書きください） 

8 月 7日（月） 

発災後 2日目 
  

 

 

 

 

 

 月 日（ ） 

発災後 日目 
  

 

 

 

 

 

 月 日（ ） 

発災後 日目 
  

 

 

 

 

 

 月 日（ ） 

発災後 日目 
 

 

 

 

 

 

 

 月 日（ ） 

発災後 日目 
  

 

 

 

 

 

 

 月 日（ ） 

発災後 日目 
 最優先業務については、復旧完了した。 

 


